
The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoclatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 二　St二udles

（200） 印度學佛教學研究第 63 巻第 2 号　平成 27年 3 月

パ ー リ聖典 にお ける輪廻 と識につ い て の
一

考察
　　　　　　　　一 識 の ava −＞kram を中心 に 一

名　和　隆　乾

はじめ に

　DN 　l5 （II　pp．62−63）で は
，
　 vififiapa （以 後 ， 識 ） と nfimarUpa （以 後 ， 名色）の 相 互

依存 を含む 縁起説が 説か れ る． こ こ で は識 → 名色 とい う縁起 関係 は ， 識 が matu

kucchi（母 の 腹 ） に ava −＞kram （以 後，　 ak ） し ， そ の 後外 れ 出な い こ と と説 明 され ，

多 くの 先行研究が こ こ で の 識 を ， 輪廻主体 的性格 を持 つ もの と解 す る．筆者 もこ

の 見解 に賛成で ある． だが ， 識が m 五tu   cchi に ak する とは ， 如何な る出来事 を

表 して い るの か ． こ れ につ い て ， 従 来 よ り 『倶舎論』等 に見 られ る ，
antarabhava

を導入 した輪 廻 説 に基 づ く理 解 が提 案 され て きた
1）
． しか しそ の 様 な説 を ， 伝 統

教理 で は antarabhava を認め な い 上 座 部大寺派所伝の パ ー リ聖 典 に導入 す る こ と

の 妥当性 な ど， 未だ議論の 余地 が あ る様に 思 わ れ る． そ こ で 本稿で は ， 極力パ ー

リ聖 典 に基 づ きつ つ
， 識 が mtitu ・kucchi に ak す る とい う表現 の 具 体的 内容 を考察

して み た い ． また本稿で は ，
パ ー リ聖典の 段階で 既 に三 世に渡る十二 支縁起説が

確認 され る こ と も指摘す る．

1 ． DN 　l5に おけ る 識 → 名色 ： 識が ak す る

　DNl5 に お ける 識 → 名色 とい う縁起 関係 の 内容 に つ い て
， 本稿 で は 次の 2 点 に

注 目す る ： 1．識が matu 　kucchiに ak し， その 後 も外 れ 出ない こ とで 名色 が 成長 し ，

人 間が 形成 され る ．2．入胎表現 と して 「識が ak する 」が 用い られ て い る． 以 下 ，

2．の 具体 内容 に つ い て
，

satta （存在者）
2）

が ak する場合 （DN 　22 （ll　p．305），
etc ．） と比

較 しつ つ 考察 を示すが ， そ の 前に ak の 意味を確認す る．

2 ． ak に つ い て ： 「入 る」 と 「降下する」

誕生 表現 に用 い られ る ak の 訳 と して
，
　 CPD （s．v ．　

lo−kkamati
， 1．b．）が 挙げる様に ，

“
to・enter ・into （入 る）

，
　 to　descend（降下 す る）

”
とい う程 が考え られる． 細か く言え
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ば ， 前者は 「入 る 」動作 に 注 目 した 訳 ， 後者 は 「入 る」動作 と 「降下 す る 」動作

を含め た 訳 で ある． 誕 生 表現 以 外 に 用 い られ る場合 を含め
，

パ ー リ望 典か ら ak

の 用例 を渉猟 す る と
， 菩薩が 兜率天 か ら地上 の matu 　kucchiに ak す る記述 （DN 　l4

（II　p．12），
・etc．） を除 く殆 どの 用 例 で は ，

　 ak す る前後の 位 置関係 が 読み 取 り難い 為 ，

「降下」 の 動作が 含 まれ るか 否か の 判断 は 困難 な様 に 思 わ れる ． む しろ
， 「あ る領

域 に入 るか 否 か」 に焦点が あ る と考 え られ る 文脈 で ak が 用 い られ る こ とが 多い

様 に思 わ れ る （こ の 場合 も 「降下 」の 動 作 が 含 まれ る 可 能性 は 排 除で き な い が，そ れ を

積極的 に 支持す る要 素 も見 出 し難 い ）． 以 下 ， 「入 るか 否 か 」に 焦点 が あ る と考 え ら

れ る ak の 用 例 を 2 つ の み 挙 げ る ：g2n〕apa　paviseyy5　
’

ti　parik　kchittassa　gamassa　pari−

kkhepa 卑 atikkamantassa 巨patti　pEcittiyassa．　aparikkhittassa 　g窃massa 　upacara 叩

okkamantassa 盃patti　p5cittiyassa（Vin　IV　p．166）；purisassa　hatthapEsa靼 okkantamatte

apatti　thullaccayassa（Vin　IV　p．221）． 以 上 ご く簡単に
，
　 ak が 「入 る」と も 「降下す る 」

と も解 され 得る こ とを確認 した
3）
． こ れ に よ り， 誕 生 表現 に 用 い られ る ak に関

して
， 次 の 理 解の 可能性が 考え られ る．

　 「入 る」 と解す る場合 ，
ak は matu ・kucchi に 「入 る」動作 の み を表す ． こ の と き

死 と再生 の 中間期 間 に言及 は ない 為 ， 死 と再 生 の 中 間期 間 は前提 と され て い る の

で も
，

い な い の で もあ り得 る ． 従 っ て 更 に
， 次の 2 つ の ヴ ァ リエ ー シ ョ ンが 考え

られ る ： 「〔死 と再生 の 中間期 間 な しに〕入 る 」 （以後， akl ．・Cf．上 座 部大寺派 な どの ，

antarabhava を前提 と しな い 輪廻説）
4）

；「〔死 と再 生 の 中聞期間 を経 て 〕入 る」 （ただ し

ak は死 と再 生 の 中間期 間中の 移動 は含 意 しな い ．以 後 ，
　 akl’

）．
一

方， 「降下す る」 と

解 す る場合 ， 「前 世 で の 死 後，
死 と再生 の 中間期間 を経て 入 る」 似 後 ，

ak2 ）とい

う理 解が まず考 えられ る （akl
’
，ak2 に つ い て は，　 cC 　r倶舎論』な どに見 られ る ，

　 antardbhava

を導入 した輪 廻説）． 更 に ， 「降下 する 」 は 単に 「（下 方向に）入 る」で あ っ て 死 と再

生 の 中間期 間 を前提 と しな い とい う，
ak2

ノ

な る理解 も可 能で あ る． しか し本稿で

は ak2
’

を akl の ヴ ァ リエ
ー シ ョ ン に収 め ， 以 下 ，

　 ak1
，
　 ak1

’

，
　 ak2 の 3 つ の 可 能

性 を考慮 しつ つ
，

これ らの 動作主が 識の 場合 と satta の 場合 とに つ い て考察する．

　識1sattaが akl する ： 「識が ak1す る」 とは ， 前世 か ら来世 へ 間断な く識 が移 動

（転生 ） す る こ と を意 味 す る． こ れ は 別視 点 か ら見 れ ば， 前世 の satta と来 世 の

satta とが ， 名称や 形態 を変えつ つ も間断な く連続す る こ とを表 して い る．
一

方

「satta が akl す る 」 とは
， 前世 か ら来世 へ 間断な く satta が 移 動 （転生 ）す る こ と

を 意 味 す る ． こ れ は実際 に は ，
satta は前世 で の 身体 を失 い つ つ も ， 識 は失 わ ず

に
5）
来世 で 再 び satta として 誕生する こ とを表 して い る．
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　識1sattaが akr する ： こ の 場合 に つ い て は
， 次の ak2 と同様の 仕方で 死 と再生

の 中間期問を経た識ノsatta が 「入 る 」 に の とき ak は死 と再生の 中間期間中の 移動 を含

意 しない ） こ とが 述べ られ た 表現 と考 え られ る ．

　識ノsatta が ak2 す る ： 「識 が ak2 す る 」 は， 「前世 で の 死 後 ， 識 が死 と再生 の 中

間期間を経て m 蕊tu　kucchiに入 る こ と」 を表す． だ が
， 識が 単独 で 死 と再 生 の 中

間期間を経て 母 の 腹 に入 る とは教 理的に 考 え難い ． そ うで は な く， 諸先学 （cf．　n ．1）

が推測す る様に， 実際の 出来事 として は ， 前世 で の 死後 ， 識 を構成要素 とす る satta

とな っ て
， 死 と再生 の 中間期 間を経て 母の 腹 に入 る こ とが 想定 され て い る

，
と解

す る の が 自然で あ る様 に思 われ る．

　以 上 見 た 3 つ の 理解 に おい て
，

ak の 動作 主 が 識 か satta か が 異 な っ て も， そ れ

ぞ れ の 表現が 表す出 来事 自体に相違 は な い
， 換言 すれ ば

， 識！satta が ak す る とい

う誕 生 表現 は ， 同 じ入 胎 とい う出来事 を ， それぞれ 異 なる 視点 か ら捉 え た もの と

考 え られ る． DN 　15 で 「識 が akす る 」 とい う表現 が 用 い られ て い る の は ， そ の

文脈が特 に ， 識 → 名色の 縁起関係を説明す る 箇所 で ある為 と考 え られ る． た だ し

akl −2 の い ずれ で 解す るか に よ っ て ， 死 と再生の 中間期 間を前提 とす る か 否か に

相 違が ある．

3 ． AN 　3．61 におけ る識 → 名色 ：gabbha （胎児）が ak する

　上 に 見た他， 誕 生表現 に用 い られ る ak の 動作主 と して gabbha が 挙 げ られ る が ，

そ の 1例 として AN 　3．61 （1　pp．176− 177）を取 り上 げる ．本経 で は
， 「（識 を含む ）6 要

素
6）

→ gabbhassa　avakkanti → 名色 → salayatana → phassa → vedan 司 とい う縁 起の

仕方で 生 まれ ， 感受す る者 に と っ て の 四諦 が述べ られ る ． そ の 四 諦の うち ， 苦集

諦の 内容は十二 支縁起説 と な っ て い る が
，

こ れ は 「6 要素」云 々 の 縁起説 の 言い

換 え で あ る． 従 っ て こ の 十二 支 縁起説 は ， 識 と jatiの 2 支 にお い て 転生 を含 む
，

三 世 に 渡 る もの と考 え られ る
7）
． また ，

こ こ で の 十二 支縁 起説 中の 識 → 名色の 内

容 は
，
6要 素を取 り込む こ とで gabbhassa　avakkanti が 成 立 し ， 名色が 生 じる こ と

を指す． こ こ で の ak の 動作主 は gabbhaとな っ て い て
， 識 → 名色 の 縁起 関係 をや

は り胎生 学 的 に述 べ る DN 　15が ak の 動作主 を識 にする の と は相 違す る． しか し

gabbhassa　avakkanti とい う表現 は
， 入胎 とい う出来事 に つ い て

，
入 胎 の 結果 側 か

ら ak の 動作 主 を捉 えた表現 と考 え られ る
8）
． つ ま り 「gabbha が ak す る」 とい う

表現 も， 「識1sattaが ak す る」 とい う表現 と は異 なる視 点か ら， 同 じ入 胎 とい う

出来事 を捉えた もの と考 えられ る．
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4 ． パ ー リ聖 典 に おけ る
，

ak を用 い た誕生表現の 理解

　先 述 の 様 に
，

ak を用 い た誕 生表現 は akl −2 の い ず れ で 解する か に よ り，
死 と

再生 の 中間期間 を前提 とす る か否か が 異 な る と考え られ る． で はパ ー リ聖 典 に お

い て
，
akを用 い た誕 生表現 は

， 如何 に解 され て い た の か ． 以 下 に考察 を試み る．

本来 な ら用 例 を個 々 に検討すべ きだ が
， 今 は主 要例 と して

， 識 の ak （DN 　15） と
，

菩薩の ak （DN 　14 （H　p．12），etc．） を取 り上 げる ．

　DN 　15 にお け る識 の ak で は
， 当該文脈の 焦点は 「識が 入 るか 否 か 」に あ る と

考 え られ る． こ れ は 先 に見 た ， 「あ る領域 に入 るか 否か 」 を 問題 とす る文 脈 で ak

が 用 い られ る場合 と類似す る． 加 え て DN 　l5の 場合 ， 次 に見 る菩 薩 の ak とは異

な り， 識の 入胎 以前へ の 言及 が な い ． 故に ，
DN 　15 で は 「識が 入 るか 否か 」に焦

点が あ っ て死 と再生 の 中間期 間 に言及 は な い と も解 され 得 る が
，

ak2 が 意 図 され

て い た 可能性 も排 除 で きず ， どち ら と も決 し難い 様 に 思 わ れ る ．

　 だ が 菩薩 の ak の 場合 ， 菩薩は兜率天 か ら死 去 （Vcyu） し ， 地 上 の mEtu 　kucchi

に ak す る ， こ の 時 ， 兜 率天 と地上 の 母 親 と の 問 に は距 離 が あ る． こ の 状 況 で ak

が ， 兜率天か ら地上 まで の 移動 を含意 しな い
，

つ ま り兜率天 にお け る死 去後 ， 瞬

時 に m 巨tu   cchi に ak1す る こ とが 意図 され て い た とは
， 考え難い 様 に 思 われ る

9）
．

また
， 死 と再生 の 中間期 聞に 言及 して い る と考 え られ る 1例 と して

，
SN 　44．9 （lv

pp．399−400） を挙げる事が で きる． た だ こ うした用 例 は ， 管見 の 限 り， パ ー リ聖

典で は ご く稀で ある． 以 上 を総合する と ，
パ ー リ聖 典 にお け る ak を用い た誕 生

表現 に関 して ， 本 来は死 と再 生 の 間に は期 間が あ る と解 され て い た が， そ うした

期 間 に関心 が 向け られ る こ とは殆 どな か っ た と考 え られ る．

まとめ

　本稿 の 主 な議論 は 次の 様 に ， 3点 に まとめ られ る ： 1．「識1sa伉a！gabbhaが ak す る」

とい う誕生表現 は， 同 じ入胎 とい う出来事を， そ れぞ れ異 なる視点か ら捉えた も

の と考 え られ る ．DN 　15で 「識が ak す る」 とい う表現が 用い られ る の は
，

そ の

文脈 が 特 に
， 識 → 名色 の 縁起 関係 を説 明す る 箇所 で あ る 為 と考 え られ る ．2．ak

を用い た 誕生 表現 は ，
パ ー リ聖 典で は本来 ， 死 と再生 の 中間期間 を前提 と し て解

され て い た が ， そ うした期間 に は殆 ど関心 は 向け られ なか っ た と考 え られ る ．後

代 ， そ う した 中 間期 間 を 認め る ， また は 認 め な い 輪廻 説 が 成 立 す る が ，
ak を用

い た誕生 表現 は ， どち らの 輪廻 説を採用 す る か に よ っ て
，

akl −2 の い ず れ か で 解
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され た と考 え られ る ．3．AN 　3．　61 で は
，

三 世 に 渡 る 十二 支縁起説が確認 され る ．

＊

紙幅の 都合 で 口 頭発表資料 よ り部分 的に割愛した． 本稿にお け る一次 ・二 次文献の 略

号や 書誌情報は Larnbert　Schmithausen，　Tke　Genesis　of ｝Yogdedra−　Vi　
’
fianavada　： Responses　and

ReLX7ections
，
　Tokyo ； Jnternational　Institute　for　Buddhist　Studies　of 　the　Intemational　College　for

Postgraduate　Buddhist　Studies
， 2014（以後 ，

　 Schmithausen（2014））参照．

1 ）Cf．　Wijesekera （1964），
Vetter（1988），

etc．　　 2 ）「：＄1sattaが ak す る 」 と い う表現

で は ， ak の 動作 主 は ， 入 胎する側 ， また は入 胎の 結果側 ， また は （入胎 の 前 後 に関係 の

な い ）通時的視点か ら捉 え られ て い る可能性が 考え られ る．後述 する gabbha の ak と は

異 な り， こ の 2語 は入胎 の 前 後で 名称が 変化 しない 為 で あ る．Cf．　Schmithausen（1987：

§§7．3．4．1．3．b−c　i　2000： pp．60−61），後 藤 敏文 「サ ッ テ ィ ヤ satyd − （古 イ ン ドア
ー リヤ語

「実在 」）とウ
ース ィ ア othσ iα （古 ギ リシ ャ 語 「実体 」）　　 イ ン ドの 辿 っ た道 と辿 らなか っ
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＜キーワ ー ド＞ sarpsara
，
　 v 櫛巨na

，
　 vififiapa

，
　 antarabhava

， 輪廻 ， 識 ， 中有

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （日本学術振興会特別研究員）
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